
エルデホールで手話ダンス甲子園初の
全国大会が開催されました。福崎町か
ら出場したチームフクシンが３位を受
賞しました。

令和5年11月2日 

兵庫県福崎町議会 
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9月定例会 

　９月定例会は９月８日に招集され、28日ま
での21日間の会期で開きました。今定例会で
は報告２件、令和４年度一般会計、各特別会計、
各企業会計決算認定についてなどの議案16件
及び議会運営委員会から発議１件が提出され、

慎重に審議を行いました。
　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり同意・可決・認定しました。
　一般質問は９月26日、27日に行われ、９議
員が町政全般にわたり質問しました。

第511回定例会 令和4年度 一般会計決算を認定 令和4年度 一般会計決算を認定 令和4年度 一般会計決算を認定 令和4年度 一般会計決算を認定 

同意・認定・可決した議案等 

※報告は質疑のみで討論・採決は行いません。

概　要 議　案　名 概　要 議　案　名 

教育委員会委員の任命について 西村照明氏を任命（再任）

一般会計補正予算（第４号） 8400万円増額（総額88億4100万円）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 1440万円増額（総額18億3600万円）

水道事業会計補正予算（第１号） 収益的収入及び資本的収入を補正

令和４年度下水道事業剰余金処分について 未処分利益剰余金のうち46,676,173円を処分

一般会計歳入歳出決算 歳入総額　90億7963万円
歳出総額　88億9975万円

国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 歳入総額　19億1172万円
歳出総額　18億9970万円

後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 歳入総額　３億568万円
歳出総額　２億9908万円

介護保険事業特別会計歳入歳出決算 歳入総額　17億6240万円
歳出総額　17億1397万円

水道事業会計決算 当年度純利益　748万円
当年度未処分利益剰余金　１億2266万円

工業用水道事業会計決算 当年度純利益　461万円
当年度未処分利益剰余金　5940万円

下水道事業会計決算 当年度純利益　2584万円
当年度未処分利益剰余金　8744万円

人　事 

剰余金処分 

令和4年度 
決算認定 

令和5年度 
補正予算 

条　例 

その他 

空家等の適正な管理に関する条例の一部を改正する
条例について

空家等対策の推進に関する特別措置法の一部改正
に基づき、所有者の責務強化、空家等の管理の確
保及び特定空家等の除却等、空家対策の更なる推
進に関する所要の改正を行う

兵庫県町土地開発公社の解散について

昭和48年４月の設立以来、公共事業用地の先行取
得を行ってきたが、低金利等が続く社会・経済情勢
により、土地開発公社の必要性が低下していること
から、土地開発公社のあり方について検討・協議し
た結果、理事全員から解散についての同意を得たた
め、兵庫県町土地開発公社を解散する

こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に
関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条
例について

こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備
に関する法律の施行により、子ども・子育て支援
法等が改正されたことに伴い、関係する条例の引
用条項の整理及び字句の整理等を行う

損害賠償等請求事件の和解について
原告を有限会社アケボノ企画、被告を福崎町とす
る損害賠償等請求事件について、損害金の支払義
務があることを認める等和解条項のとおり和解

第34期株式会社もちむぎ食品センター決算報告につ
いて

売上高　１億2546万円
当期純利益　△302万円

令和４年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告
について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ
く報告

議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定
議員と町との間の請負の状況の透明性を確保し、
議会の運営の公正及び事務の執行の適正を図る

発　議 

報　告 
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令和4年度 一般会計・特別会計決算状況 

令和4年度 公営企業会計決算状況 

　※繰越明許費繰越額…令和４年度に事業実施されなかったため、翌年度に実施することになった額。

項　目 
 

会　計 

一 般 会 計  

国民健康保険  

後期高齢者医療 

介 護 保 険  

計 

 

 
  歳入（Ａ） 

9,079,629,677 

1,911,722,349 

305,681,460 

1,762,403,024 

13,059,436,510

 

 
  歳出（Ｂ） 

8,899,745,528 

1,899,699,671 

299,082,305 

1,713,969,163 

12,812,496,667

 

繰越明許費繰越額 
（Ｃ） 

12,979,000 

0 

0 

0 

12,979,000

 

実質収支 
（Ａ－Ｂ－Ｃ） 

166,905,149 

12,022,678 

6,599,155 

48,433,861 

233,960,843

決 算 額 

（単位：円） 
水道事業 
387,343,702 
379,859,030 
7,484,672 

0 
0 

7,484,672 
115,174,574 
122,659,246

工業用水道事業 
44,905,618 
40,295,997 
4,609,621 

0 
0 

4,609,621 
54,790,059 
59,399,680

下水道事業 
993,459,952 
967,616,564 
25,843,388 

0 
0 

25,843,388 
61,593,555 
87,436,943

 
事業収益 
事業費用 
　経常利益 
特別利益 
特別損失 
　当年度純利益 
　前年度繰越利益剰余金 
　当年度未処分利益剰余金 

（単位：円） 

歳 入（前年度比） 

令和4年度 一般会計決算の特徴 

町　税 
　税収は33億7020万9571円で、前年度比9868

万3208円の増収となりました。税目ごとの比較
では、町税の個人所得割は2739万5300円の増、
法人町民税の法人税割は684万9900円の減、固
定資産税は6811万1666円の増となりました。

その他 
　地方交付税は、普通交付税が14億1410万4000

円で、交付税の財源不足分を補填する臨時財政
対策債は１億1585万7000円となりました。その
結果、普通交付税及び臨時財政対策債合わせて
３億2417万2000円の収入減となりました。また、
特別交付税は１億3936万3000円が交付されました。

歳 出（主な支出） 

観光振興事業 

2068万円 

農村環境保全活動省力化・ 
スマート化農業導入支援事業 

2991万円 

小学校・中学校施設長寿命化 
 改良事業（トイレ改修） 

3億5357万円 
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農
林
振
興
課
長 

副
町
長 

町
長 

会
計
管
理
者 

会
計
管
理
者 

税
務
課
長 

ほ
け
ん
年
金
課
副
課
長 

ほ
け
ん
年
金
課
副
課
長 

ほ
け
ん
年
金
課
長 

福
祉
課
長 

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道

は
。

　
春
日
キ
ャ
ン
プ
場
の
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
、
危
険
木
の
伐
採
補
助

金
を
令
和
４
年
度
に
創
設
し
ま

し
た
。
令
和
６
年
度
か
ら
は
人

工
林
私
有
林
の
整
備
や
間
伐
な

ど
も
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
自
主
財
源
の
額
を
大
き
く
す

る
、
あ
る
い
は
高
め
る
と
い
う

と
こ
ろ
で
の
令
和
４
年
度
の
動

き
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

た
か
。

　
自
主
財
源
の
確
保
と
い
う
観

点
か
ら
、
一
番
可
能
性
が
高
い

の
は
ふ
る
さ
と
納
税
か
と
思
い

ま
す
。
地
域
振
興
課
中
心
に
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
が
、
成
果
と

し
て
は
な
か
な
か
出
て
い
ま
せ

ん
。
普
通
財
産
等
に
つ
い
て
は

で
き
る
だ
け
貸
付
等
の
要
望
が

あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
適
正

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
町
長
交
際
の
不
用
額
が
３０
％

以
上
出
て
い
る
。
陳
情
要
望
等

も
っ
と
行
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

　
基
本
は
冠
婚
葬
祭
が
多
い
で

す
が
、
お
葬
式
等
は
家
族
葬
や

香
料
は
お
断
り
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
生
懸

命
外
に
向
け
て
福
崎
町
の
こ
と

を
発
信
し
て
、
福
崎
町
が
元
気

に
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ピ
ー
用
紙
使
用
量
が
令
和

３
年
度
か
ら
２３
万
８
０
０
０
枚

の
節
約
に
な
っ
て
い
る
が
コ
ス

ト
で
い
う
と
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

　
令
和
４
年
度
は
物
価
高
の
影

響
を
受
け
、
用
紙
代
の
単
価
の

ア
ッ
プ
が
あ
り
、
金
額
に
す
る

と
逆
に
１
・
７
％
、
15
万
円
ほ

ど
増
え
て
い
ま
す
。

　
３
年
度
は
枚
数
が
同
じ
よ
う

に
25
万
枚
ほ
ど
減
り
、
金
額
も

80
万
円
ほ
ど
減
り
ま
し
た
。

　
債
券
を
購
入
し
た
と
あ
る
が
、

こ
の
説
明
を
求
め
た
い
。

　
定
期
預
金
に
す
る
よ
り
も
利

率
的
に
有
利
な
債
券
で
の
運
用

を
し
ま
し
た
。
２
億
円
の
債
券

購
入
を
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
債
１

億
円
、
利
率
０
・
２
９
５
％
と

兵
庫
県
の
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
債
、

利
率
０
・
３
８
４
％
で
す
。
定

期
預
金
を
し
て
も
０
・
０
5
％

程
度
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

よ
り
有
利
な
運
用
を
し
ま
し
た
。

　
不
納
欠
損
の
考
え
方
と
状
況

等
は
。

　
財
産
調
査
や
生
活
実
態
調
査

を
繰
り
返
し
、
財
産
な
し
、
生

活
困
窮
、
所
在
・
財
産
不
明
、

即
時
消
滅
、
時
効
の
項
目
に
分

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
つ

い
て
執
行
停
止
、
即
時
消
滅
と

い
う
形
で
不
納
欠
損
を
し
て
い

ま
す
。
合
計
額
は
国
民
健
康
保

険
税
を
入
れ
１
１
８
３
万
１
４

１
７
円
で
す
。

　
成
年
後
見
人
制
度
の
事
業
の

内
容
と
利
用
状
況
は
。

　
支
援
者
や
家
族
が
い
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
３
士
（
社
会
福

祉
士
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
）

の
う
ち
誰
か
が
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
町
が
つ
な
い

で
そ
の
方
の
権
利
や
人
権
な
ど

を
き
ち
っ
と
保
障
し
て
い
く
制

度
で
す
。
低
所
得
者
分
は
後
見

人
に
支
払
う
報
酬
は
町
が
負
担

し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
分
は

１
件
で
す
。

　
歯
科
検
診
で
半
数
以
上
が
治

療
を
必
要
と
す
る
と
い
う
結
果

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
最
近
全
く
歯
科
を
受
診
し
て

い
な
い
方
が
受
け
ら
れ
、
１
３

０
人
の
う
ち
77
人
に
治
療
が
必

要
で
受
診
を
勧
め
ら
れ
て
る
と

い
う
こ
と
で
、
あ
る
一
定
の
効

果
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
ほ
か
の
健
康
教
育

な
ど
の
機
会
を
と
ら
え
て
歯
科

保
健
の
推
進
に
は
注
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
世

代
を
問
わ
ず
大
事
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
気
功
教
室
に
つ
い
て
、
受
講

者
に
良
か
っ
た
か
悪
か
っ
た
か

詳
細
ま
で
聞
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を

回
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ご
意
見
を
参
考
に
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
健
康
診
査
に
つ
い
て
、
未
受

診
者
に
対
す
る
ハ
ガ
キ
で
の
勧

奨
を
行
っ
た
が
、
特
定
基
本
健

康
診
査
の
受
診
者
数
増
加
に
つ

な
が
ら
な
か
っ
た
と
あ
る
。
ハ

ガ
キ
以
外
の
取
り
組
み
は
。

　
20
歳
以
上
の
方
の
世
帯
全
員

に
個
別
に
郵
送
で
受
診
案
内
を

送
り
、
申
込
み
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
広
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
診
勧
奨
の
周

知
を
し
て
い
ま
す
。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
９
月
１３
日
か
ら
９
月
１９
日
ま
で
の
4

日
間
開
催
さ
れ
、
現
地
視
察
も
含
め
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
各

会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
の
中
で
出
さ
れ
た
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 
委
員
長
　

三
輪
　

一
朝
 

副
委
員
長
 

植
岡
 

茂
和
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不
法
投
棄
の
監
視
カ
メ
ラ
は

何
台
で
、
壊
さ
れ
た
な
ど
の
管

理
状
況
や
稼
働
状
況
は
。

　
５
台
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
壊

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
監
視
カ
メ
ラ
設
置
の
効
果
は
。

　
置
く
と
目
立
ち
ま
す
の
で
、

効
果
は
出
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

交
付
金
の
青
年
就
農
者
と
は
何

歳
ぐ
ら
い
か
。

　
国
の
要
綱
で
は
全
国
統
一
で

45
歳
未
満
で
す
。
地
域
に
よ
っ

て
は
50
歳
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
就
業
等
促
進
移
住
支
援
金
１

０
０
万
円
は
全
部
県
か
ら
の
補

助
金
か
。

　
県
の
事
業
で
、
県
の
補
助
金

は
75
万
円
、
町
が
残
り
25
万
円

を
出
し
て
い
ま
す
。

　
消
火
栓
の
鍵
が
以
前
は
7
種

類
あ
っ
た
。
現
在
は
何
種
類
か
。

　
正
確
な
数
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
新
し
い
開
け
や
す
い
消

火
栓
の
蓋
を
つ
け
て
い
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
影
響
で
村
に
い

ろ
い
ろ
な
蓋
が
混
在
す
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
何
年
か
先
に
は
新
し
い
も

の
に
全
て
変
え
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か

今
は
そ
れ
が
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
、
ご
迷
惑
を
か
け
て
い
ま

す
。

　
消
防
の
放
送
が
聞
こ
え
な
か

っ
た
と
い
う
声
が
多
い
。
放
送

の
仕
方
の
問
題
な
の
か
分
か
ら

な
い
が
、
検
証
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
そ
う
い
っ
た
声
も
聞
い
て
い

ま
す
。
操
作
の
部
分
で
の
声
の

大
き
さ
が
影
響
し
ま
す
の
で
、

放
送
の
仕
方
に
つ
い
て
も
再
度

き
ち
ん
と
マ
イ
ク
に
大
き
な
声

で
は
っ
き
り
と
と
い
う
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
。

 　
屋
上
水
槽
の
清
掃
な
ど
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

　
夏
休
み
に
６
校
全
て
清
掃
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
委
託
業
者

に
よ
る
水
質
検
査
、
医
師
会
に

よ
る
水
質
検
査
、
そ
れ
と
は
別

に
薬
剤
師
に
よ
る
水
質
検
査
を

各
学
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。
水

質
検
査
は
年
３
回
は
行
っ
て
い

ま
す
。

　
三
木
家
に
作
っ
た
収
蔵
庫
で

の
資
料
の
管
理
、
分
析
、
ま
た

今
後
の
活
用
は
。

　
作
業
で
き
る
よ
う
な
場
所
も

あ
る
の
で
、
２
か
月
に
１
回
、

三
木
家
住
宅
の
襖
か
ら
出
て
き

た
下
張
り
文
書
剥
が
し
を
住
民

の
皆
様
と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
は
令
和
５
年
10

月
末
か
ら
特
別
展
示
で
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
に
し
て
い

ま
す
。
神
戸
大
学
と
の
共
同
研

究
で
行
っ
て
い
る
資
料
調
査
な

ど
を
進
め
、
今
後
の
展
示
に
活

用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
の
支
払
い
は

ど
の
程
度
あ
る
か
。

　
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険

全
て
足
し
た
分
で
、
コ
ン
ビ
ニ

収
納
が
全
体
の
５
・
１
％
、
ス

マ
ホ
決
済
が
０
・
８
％
、
口
座

振
替
が
24
・
８
％
と
い
う
比
率

で
す
。
国
保
だ
け
で
は
、
普
通

徴
収
の
12
・
１
％
が
コ
ン
ビ
ニ

収
納
で
す
。

　
介
護
保
険
負
担
割
合
に
つ
い

て
、
以
前
１
割
負
担
の
方
が
９

割
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
２

割
負
担
、
３
割
負
担
は
。

　
１
割
が
93
・
１
％
、
２
割
が

４
・
３
％
、
３
割
が
２
・
６
％

で
す
。

　
損
益
計
算
書
で
純
利
益
が
令

和
３
年
度
決
算
よ
り
１
０
０
０

万
円
程
度
減
少
し
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
な
ど
で
あ
っ
た
 

の
か
、ま
た
、５
年
度
の
予
想
は
。

　
コ
ロ
ナ
前
と
比
較
し
て
利
益

は
徐
々
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

給
水
量
や
給
水
収
益
も
減
少
し

て
お
り
、
こ
れ
は
人
口
減
少
な

ど
の
影
響
、
要
因
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は

ポ
ン
プ
の
稼
働
に
伴
う
動
力
費

が
非
常
に
大
き
く
な
り
、
純
利

益
を
押
し
下
げ
た
こ
と
が
要
因

で
す
。
令
和
５
年
度
の
予
想
で

す
が
、
予
算
に
お
い
て
は
50
万

円
程
度
の
純
利
益
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
決
算
で
は
今
の
と
こ

ろ
２
０
０
万
円
ぐ
ら
い
の
黒
字

に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
こ

を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
電
気
代
の
高
騰
部
分
、
上
昇

率
何
％
ぐ
ら
い
の
影
響
を
受
け

た
か
。
金
額
と
し
て
ど
れ
ぐ
ら

い
決
算
の
中
で
影
響
を
受
け
た

か
。

　
令
和
４
年
度
は
約
７
２
０
０

万
円
の
電
気
代
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
前
年
度
と
比
べ
る
と
約

１
６
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
率
に
し
て
30
％
が
下
水

道
事
業
全
体
の
電
気
代
の
増
で

す
。
う
ち
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

は
令
和
３
年
度
と
比
べ
40
％
電

気
代
が
増
え
て
お
り
、
一
番
電

気
を
使
っ
て
い
ま
す
。

上
下
水
道
課
長 

住
民
生
活
課
長 

学
校
教
育
課
課
長
補
佐 

社
会
教
育
課
係
長 

住
民
生
活
課
長 

住
民
生
活
課
長 

上
下
水
道
課
長 

上
下
水
道
課
長 

福
祉
課
長 

税
務
課
長 

農
林
振
興
課
長 

地
域
振
興
課
長 
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9月定例会 

項　　　目 内　　　　　容 

社会福祉協議会補助金 みまもり給食サービス無償化に伴う収入減及び事務費を補助

金　額 

31万円

私立認定こども園運営費補助金 物価高騰の影響を受けている町内私立認定こども園に対する補助金64万8千円

文化センター管理費 文化センターの和室及び会議室、講義室の雨漏り修繕を行う100万円

税外還付金 国県負担金補助金等の精算による過年度返還金1540万9千円

農業経営スマート化促進事業補助金
経営の多角化・高度化に取り組む営農組合等に対し
スマート農業機械の導入支援

250万円

水道事業会計出資金
八反田水管橋耐震補強設計委託及び三ノ宮配水池送配水管
更新工事とそれに伴う緊急遮断弁設置工事に対する出資金

3600万円

農業生産コスト低減緊急対策事業補助金
肥料高騰等により影響を受けている地域の担い手に対
し、生産コスト低減に資する機械の導入支援

850万円

観光コンテンツ開発等委託料 インバウンド向け播州秋祭り体験等モニターツアーや妖怪土産の開発事業601万円

非常備消防費事業用消耗機材費
女性消防団員の環境改善、加入促進。消防団による住民と
連携した訓練、研修や消防団員加入促進活動の取組を支援

85万3千円

　一般会計補正予算（第４号）は歳入歳出それぞれ8400万円を追加し、補正後の予算総額を88億
4100万円としました。

令和5年度 一般会計補正予算（第4号） 

福崎町空家等の適正な管理に関する条例一部改正 

教
育
委
員
会
委
員
の
 

 
任
命（
再
任
）に
同
意
 

住 

所
 

福
崎
町
福
田
 

任 

期
 

令
和
５
年
１０
月
１
日
か
ら
４
年
間
 

西村照明氏
むらにし てる あき

豆 知 識 

教
育
委
員
会
委
員
と
は
 

　
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
し

ま
す
。
非
常
勤
で
、
任
期
は
４
年
間
で

す
。
月
１
回
〜
２
回
の
定
例
会
議
な
ど

で
教
育
行
政
の
重
要
事
項
や
基
本
方
針

を
合
議
制
で
決
定
し
ま
す
。

改正概要：近年、空家の数は増加を続けており、今後、更に増加が見込まれる中、空家対策の強化が急
　　　　　務となっています。こうした状況を踏まえ、国は、周囲に悪影響を及ぼす特定空家等の除却
　　　　　等の更なる促進に加え、周囲に悪影響を及ぼす前の段階から空家等の有効活用や適切な管理
　　　　　を確保し、空家対策を総合的に強化するため、空家等対策の推進に関する特別措置法を改正
　　　　　しました。この改正に伴い本条例を改正します。

内　　容：❶所有者の責務強化
　　　　　　現行の適切な管理の努力義務に加え、国、兵庫県及び福崎町の施策に協力する努力義務を
　　　　　　追加
　　　　　❷空家等の管理の確保
　　　　　　放置すれば特定空家等になるおそれがある空家等を管理不全空家として、指導、勧告する
　　　　　　ことができることを追加
　　　　　❸特定空家等の除却等 
　　　　　・特定空家等の所有者等に対する報告徴収権を付与
　　　　　・特定空家等に対する命令等の事前手続きを経るいとまがないときの緊急代執行制度を創設
　　　　　・所有者不明時の略式代執行、緊急代執行の費用徴収を円滑化
　　　　　・町長に財産管理人の選任請求権を付与

主な補正内容 

第３４期（株）もちむぎ食品センター決算状況 
（令和4年4月1日～令和5年3月31日） 

項　　目 金　額（円） 
①売上高

②売上原価

③売上総利益（①-②）

④販売費および一般管理費

⑤営業利益（③-④）

⑥営業外収益

⑦経常利益（⑤-⑥）

⑧税引前当期純利益

⑨法人税等

⑩当期純利益（⑧-⑨）

125,464,917

80,199,226

45,265,691

50,512,566

△ 5,246,875

2,415,058

△ 2,831,817

△ 2,831,817

185,146

△ 3,016,963
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委 員 長　　 高 平 記  
副委員長　石 川 　 治  
委　　員　河 嶋 重一郎 
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　冨 田 昭 市  
委　　員　松 岡 秀 人  
委　　員　三 輪 一 朝  

総務文教常任委員会 

現地視察 

第6次総合計画策定状況 第6次総合計画策定状況 第6次総合計画策定状況 
　企画財政課から福崎町第６次総合計画策定の
状況について報告がありました。
　令和５年１月に第５次後期基本計画の検証と
して町内の全世帯6187件、企業200件、大学
100件の合計6487件に対し調査票及びウェブ調
査でアンケート調査を実施し、回収率は43．８％、
また、小学校５年生と中学校２年生を対象に教

育用タブレットを用いたウェブアンケート調査
を行い310件の回答がありました。
　これまでに総合計画審議会２回、まちづくり
委員会３回、策定委員会４回、ワーキンググル
ープを随時開催し、それぞれの所管事項に応じ
た内容の検討を行っています。

　教育委員会から報告のあった幼児園での園児のケガについて及
び総務課から報告のあった区長会からの要望事項について、幼児
園と要望箇所の現地
視察を行いました。

（令和6年3月策定予定） 

基本構想：町のめざすべき将来像及び基本理念を定め、その実現のための施策の大綱を示す
　　　　　もの。令和15年度を目標年次とした10年間（令和６年度～令和15年度）の構想。

基本計画：基本構想に基づき、大綱を具体的に進めるための基本的施策を統合的かつ体系的
　　　　　に定め、施策の方向性を示すもの。

　　　　　●前期基本計画 令和10年度を目標年次とした５年間（令和６年度～令和10年度）
　　　　　●後期基本計画 令和15年度を目標年次とした５年間（令和11年度～令和15年度）

実施計画：基本計画で定めた施策を実施するため、３年間の計画を立てて毎年度ローリング
　　　　　方式で見直し、事業計画及び長期財政計画を示すもの。

1．総合計画の構成 

2．策定体制 
名　　称 構　　　　成 

総合計画審議会 基本構想、基本計画素案の審議 福崎町総合計画審議会条例により選出（15名）

まちづくり委員会 基本計画、施策に対する提言 一般公募による16名

策定委員会 アンケート案の検討、第５次後
期基本計画の検証、基本構想骨
子案の検討、基本計画素案の検
討（ワーキンググループ検討事
項の再検討・修正）

副町長を委員長とする課長以上の幹部職員（18名）

ワーキンググループ 第５次後期基本計画の検証、基
本計画の素案の検討

各課の副課長以下の職員により構成
・５部会設置（各部会８名）

住　民 アンケート調査、素案に対する
意見募集（パブリックコメント）

作業内容 

長野橋 
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民生まちづくり常任委員会 

　検討委員会での最終候補地の選定結果と選定結果に基づき３町で合意した内容について報告が
ありました。広域としての利益を最優先に考え、全体のバランス、到着時間の均衡を取れるよう
配置を検討した結果、中播本署福崎町候補地は中島西交差点付近の農地（地積約4,400㎡）、北部
出張所神河町候補地は東柏尾交差点付近（地積約1,500㎡）とのことです。

委 員 長　小 林 　 博  
副委員長　牛 尾 雅 一  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　宇 　 壽 幸  
委　　員　大 塚 記美代 
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　前 川 裕 量  

民生まちづくり常任委員会 

中播消防署本署、北部出張所建替え候補地選定 中播消防署本署、北部出張所建替え候補地選定 中播消防署本署、北部出張所建替え候補地選定 

令和5年度　３町長協議による候補地決定、各町議会説明、
　　　　　　プレス発表、埋蔵文化財調査、用地測量、用地
　　　　　　の購入

令和6年度　用地造成、整地、基本設計、実施設計

令和7年度　新築工事、消防指令システムの設置工事、試験
　　　　　　北部出張所供用開始

令和8年度　本署供用開始

今後のスケジュール 今後のスケジュール 

本署及び北部出張所からの現場到着時間 

現施設 候補地 

○丸で囲まれた着色のない部分概ね10分で到着できるエリア
■色の部分15分以内に到着できるエリア
■色の部分は15分以上かかるエリア
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通 告 の 内 容 

各議員の一般質問のページは字数に制限があるため抜粋されています。
一般質問の詳細な様子はＱＲコードを読み取って動画でご覧いただくことができます。

①学校施設について
②スケートボード場について
③都市計画道路について

①マイナンバーカードについて
②防災対策について
③少子化対策支援について

「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

①災害時の自主避難所について
②防災無線での誤報防止について
③火の用心の看板について
④七種の町所有の原野の開発について

①福崎町学童保育の課題は何か
②福崎町はなぜパートナーシップ制度
　がないのか
③福崎町の男女共同参画計画は進んで
　いるのか

①子育て支援と教育課題について
②福祉対策について
③安全な町づくりについて
④下水道について
⑤信頼と住民参加の町について

①「福崎町水道事業ビジョン・経営戦
　略」における財政シミュレーション
　について
②福祉避難所について
③学校教育等における災害とも言われ
　る酷暑に対する学校のリスク管理に
　ついて

①ふるさと納税の取り組みについて
②前回の質問について

①名誉町民吉識雅夫先生の顕彰について
②月見橋の拡幅について
③西治信号交差点右折だまり設置につ
　いて

①子育て支援政策について
②町道の管理について

植 岡 茂 和  
１０ページ 

うえ おか しげ かず 

牛 尾 雅 一  
１１ページ 

うし お まさ かず 

大塚記美代 
１２ページ 

おお つか き み よ 

石 川 　 治  
１３ページ 

いし かわ おさむ 

竹 本 繁 夫  
１４ページ 

たけ もと しげ お 

　 高 平 記  
１５ページ 

よし たか ひら き 

三 輪 一 朝  
１６ページ 

み わ かず とも 

城 谷 英 之  
１７ページ 

しろ たに ひで ゆき 

小 林 　 博  
１８ページ 

こ ばやし ひろし 
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ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

に
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
設
置

を
検
討
し
て
い
た
だ
け
た

か
。
 

　
カ
ー
ポ
ー
ト
型
の
よ
う

な
形
の
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設

置
で
き
な
い
か
検
討
の
た

め
、
現
在
、
見
積
り
を
取

っ
て
い
ま
す
。

 
 
前
回
の
質
問
で
パ
ー

ク
に
照
明
器
具
等
を
つ
け

ら
れ
な
い
か
と
質
問
し
た

際
に
、
近
隣
施
設
な
ど
も

研
究
し
て
み
ま
す
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
、
研
究
は
し

て
い
た
だ
け
た
か
。
 

　
照
明
設
備
を
設
置
し
て

い
る
施
設
を
探
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
姫
路
市
手
柄
の

屋
外
型
施
設
が
あ
り
ま
し

た
。
デ
イ
ラ
イ
ト
、
自
動

点
灯
で
午
後
９
時
に
な
る

と
消
灯
、
利
用
者
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
タ
イ
マ
ー

と
時
間
で
点
灯
す
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

 
 
光
量
に
も
基
準
が
あ

る
、
利
用
さ
せ
る
こ
と
の

で
き
る
光
量
を
充
た
し
た

照
明
設
備
を
設
置
す
る
の

に
必
要
な
費
用
を
研
究
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
 

　
調
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
福
崎
西
中
学
校
の
南

側
の
田
ん
ぼ
に
野
球
ボ
ー

ル
が
入
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
防
球
ネ
ッ
ト
の
か
さ

上
げ
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。
 

　
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
は

ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

北
向
き
に
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
徹
底
す
る
よ
う

学
校
側
に
は
念
押
し
を
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
 
制
限
を
か
け
ず
に
練

習
を
さ
せ
て
あ
げ
て
ほ
し

い
、
防
球
ネ
ッ
ト
の
か
さ

上
げ
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
か

か
る
の
か
検
討
は
し
て
い

る
か
。
 

　
具
体
的
な
金
額
に
つ
い

て
は
緊
急
に
業
者
と
調
整

を
は
か
り
、
検
討
し
ま
す
。

　
 
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
奉
仕
作
業

で
、
伐
採
予
算
検
討
の
た

め
、
見
積
り
し
た
目
印
入

り
の
樹
木
か
ら
伐
採
さ
せ

た
。
教
育
委
員
会
の
予
算

を
助
け
る
た
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

奉
仕
作
業
で
樹
木
を
伐
採

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と

の
声
を
聞
く
が
、
そ
の
通

り
か
。
 

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
奉
仕
作
業
を

利
用
す
る
よ
う
な
こ
と
は

指
導
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
 
校
舎
内
や
ト
イ
レ
も

綺
麗
に
な
り
、
明
る
い
気

持
ち
に
な
る
。
植
木
も
学

習
環
境
の
ひ
と
つ
、
し
っ

か
り
と
予
算
を
組
ん
で
い

た
だ
き
素
晴
ら
し
い
学
習

環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
。
 

　
樹
木
に
関
し
、
ご
要
望

い
た
だ
い
た
伐
採
に
特
化

し
た
予
算
を
つ
け
て
い
ま

す
の
で
、
学
校
側
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
作
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

問
 

問
 

問
 

問
 

見積りを取っています 

スケートボード場の日よけ設置の 
検討を 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

問
 

社
会
教
育
課
長
 

学
校
施
設
に
　

学
校
施
設
に
　
 

　
　
　
つ
い
て

　
　
　
つ
い
て
 

学
校
施
設
に
　
 

　
　
　
つ
い
て
 

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
 

照
明
設
置
に
つ
い
て

照
明
設
置
に
つ
い
て
 

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
 

照
明
設
置
に
つ
い
て
 

学
校
施
設
の
　

学
校
施
設
の
　
 

　
植
木
に
つ
い
て

　
植
木
に
つ
い
て
 

学
校
施
設
の
　
 

　
植
木
に
つ
い
て
 

ＰＴＡ作業風景

植 岡 茂 和 

スケートボード場

田んぼに入っていたボール
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町
内
の
川
西
に
は
図

書
館
横
に
大
型
遊
具
が
整

備
さ
れ
た
さ
る
び
あ
公
園

が
あ
る
が
、
川
東
に
は
そ

う
し
た
施
設
が
な
い
。
そ

の
た
め
、
川
東
の
住
民
の

方
々
か
ら
公
園
整
備
の
要

望
を
多
く
聞
く
。
６
月
議

会
で
の
他
の
議
員
の
一
般

質
問
に
お
い
て
「
福
崎
町

は
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
な
の

で
、
川
東
の
方
も
川
西
の

さ
る
び
あ
公
園
を
利
用
し

て
欲
し
い
」
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
田
原
・
八
千
種

の
小
学
生
は
校
則
で
保
護

者
同
伴
で
な
い
と
校
区
外

へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

し
、
必
ず
し
も
保
護
者
が

同
伴
で
き
な
い
。
福
崎
町

は
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
な
の

で
、
同
様
の
公
園
を
川
東

に
造
る
の
で
は
な
く
、
今

ま
で
の
福
崎
町
に
な
い
広

く
ゆ
っ
た
り
と
し
た
公
園

が
で
き
れ
ば
全
町
の
方
が

利
用
で
き
る
。
そ
う
考
え

る
と
川
東
で
も
土
地
利
用

に
余
裕
の
あ
る
八
千
種
地

域
に
で
き
れ
ば
、
い
ろ
ん

な
意
味
で
地
域
の
活
性
化

に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。
 

 　
川
東
に
は
都
市
公
園
の

イ
ー
ス
ト
パ
ー
ク
が
あ
る

の
で
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
 
東
部
工
業
団
地
横
の

イ
ー
ス
ト
パ
ー
ク
は
町
内

の
川
西
・
田
原
・
八
千
種

の
住
民
の
方
か
ら
最
も
遠

い
東
端
に
あ
る
。
八
千
種

の
中
心
部
で
あ
れ
ば
田
原

地
域
に
も
近
い
。
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
利

用
で
き
る
ゆ
っ
た
り
と
し

た
公
園
整
備
を
求
め
る
。
 

 　
同
様
の
公
共
施
設
を
各

地
域
に
設
置
し
て
い
く
こ

と
は
困
難
な
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。

 
 
町
内
の
交
差
点
中
央

で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
埋
設

さ
れ
た
赤
い
光
に
よ
り
注

意
を
促
す
交
差
点
鋲
が
正

常
に
機
能
し
て
い
な
い
所

が
あ
る
が
、
１２
月
に
な
る

と
夕
方
５
時
前
で
も
暗
く

危
険
な
の
で
、
修
繕
が
必

要
で
は
。
 

 　
町
管
理
・
警
察
管
理
の

所
が
各
５
か
所
あ
り
ま
す

が
、
町
管
理
に
関
し
て
、

破
損
や
不
具
合
は
交
換
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

    
 
１
・
２
級
町
道
の
歩

道
を
含
む
町
に
よ
る
草
刈

り
を
年
１
回
で
な
く
最
低

で
も
２
回
実
施
は
で
き
な

い
か
。
 

 　
年
１
回
の
草
刈
り
で
は

不
十
分
と
承
知
し
て
い
ま

す
。
２
回
実
施
す
る
と
費

用
が
倍
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

面
積
を
半
分
に
す
る
な
ど

今
後
協
議
を
進
め
ま
す
。

 
 
面
積
を
今
の
ま
ま
で

２
回
実
施
す
る
の
が
費
用

面
で
困
難
な
ら
、
地
域
の

住
民
・
自
治
会
・
営
農
組

合
に
時
間
給
で
助
け
て
い

た
だ
く
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。
 

 　
作
業
時
間
・
そ
の
回
数

な
ど
の
確
認
作
業
な
ど
、

委
託
料
の
算
定
が
困
難
で

難
し
い
と
考
え
ま
す
。

 
 
今
回
の
時
限
的
な
無

償
化
に
続
き
、
令
和
６
年

度
以
降
も
継
続
を
求
め
る
。
 

 　
段
階
的
な
無
償
化
に
つ

い
て
今
後
財
源
を
含
め
検

討
し
ま
す
。

   
 
八
千
種
小
の
学
童
保

育
に
つ
い
て
は
、
夏
休
み

の
間
、
９
月
も
試
験
的
に

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
１０
月
以
降
も
ぜ
ひ

続
け
て
欲
し
い
。
 

 　
八
千
種
の
学
童
に
つ
い

て
、
８
月
の
利
用
者
は
試

験
的
開
始
日
の
１
日
が
19

人
、
そ
れ
以
降
15
人
か
ら

10
人
の
利
用
、
９
月
に
入

り
10
人
未
満
の
状
況
で
あ

り
、
９
月
末
の
結
果
を
見

て
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
 

問
 

問
 

交
差
点
内

交
差
点
内
の
　
　
　
　
　
 

交
差
点
鋲

交
差
点
鋲
に
つ
い
て
 

交
差
点
内
の
 
　
　
 

交
差
点
鋲
に
つ
い
て
 

町
道
町
道
の
　
　
　
　

　
　
　
　
 

草
刈
り

草
刈
り
に
つ
い
て
 

町
道
の
　
　
　
　
 

草
刈
り
に
つ
い
て
 

企
画
財
政
課
長
 

町
長
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

川東には都市公園のイーストパークがありますので 

全町民が利用できる公園を 
八千種地域に 

給
食
費

給
食
費
の
無
償
化

無
償
化
 

給
食
費
の
無
償
化
 

学
童
保
育

学
童
保
育
に
つ
い
て
 

学
童
保
育
に
つ
い
て
 

牛 尾 雅 一  

壊れて光らない交差点鋲（南田原）

び
ょ
う

び
ょ
う 

び
ょ
う 

交差点鋲交差点鋲
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給食を提供することは困難であると考えています 

学童保育の長期休暇中の給食 
提供は可能か 

　
　
学
童
保
育
に
通
う
児

童
の
お
弁
当
に
つ
い
て
、

保
護
者
の
負
担
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
 

  　
毎
日
の
お
弁
当
づ
く
り

は
、
朝
の
忙
し
い
時
間
帯

で
あ
る
こ
と
も
考
え
れ
ば

負
担
に
な
っ
て
い
る
家
庭

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
８

月
の
園
長
会
で
子
ど
も
さ

ん
は
、
手
作
り
の
弁
当
を

楽
し
み
に
喜
ん
で
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
る
と
い

う
報
告
も
聞
い
て
い
ま
す
。

過
去
12
年
間
で
食
中
毒
は

一
度
も
な
か
っ
た
と
い
う

状
況
で
も
あ
り
ま
す
し
、

保
護
者
の
負
担
は
大
き
い

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
学
童
保
育
に
給
食
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
給
食
を
提

供
す
る
と
い
う
提
案
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。
 

 

 　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

い
わ
ゆ
る
副
食
、
お
か
ず

し
か
つ
く
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
は
ん
は
別
に
用
意
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
給
食
セ
ン
タ

ー
で
は
、
お
弁
当
に
詰
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
食
缶
と
食
器
で
の
提

供
と
な
り
、
配
達
後
の
配

膳
は
学
童
保
育
園
の
職
員

が
行
う
こ
と
に
な
る
上
、

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど

も
さ
ん
も
多
く
、
そ
の
対

応
や
欠
席
し
た
場
合
の
人

数
把
握
な
ど
を
学
童
保
育

園
の
職
員
が
担
う
こ
と
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
な
お
、
調
理
配
送

業
務
を
行
う
委
託
業
者
と

新
た
な
契
約
を
結
ぶ
必
要

が
あ
り
、
そ
の
費
用
も
負

担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
給
食
を
提
供
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
学
童
保
育
利
用
者
の

保
護
者
に
、
給
食
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
 

  　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
給

食
の
提
供
が
困
難
で
あ
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
保
護

者
の
希
望
に
沿
え
な
い
状

況
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
が
、
園
長
等
を
通
じ
て

保
護
者
の
声
を
聞
い
て
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
近
隣
の
市
町
で
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が
導

入
さ
れ
て
い
る
が
福
崎
町

に
は
な
ぜ
な
い
の
か
。
 

  　
こ
の
制
度
を
導
入
す
る

市
町
の
増
加
に
よ
っ
て
、

性
的
少
数
者
の
安
心
感
で

す
と
か
、
社
会
的
理
解
の

促
進
に
つ
な
が
る
と
は
考

え
て
い
ま
す
。
福
崎
町
と

し
ま
し
て
も
人
権
を
尊
重

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
女
性
消
防
団
員
を
増

や
す
た
め
の
予
算
が
つ
け

ら
れ
た
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。
 

  　
女
性
消
防
団
員
の
加
入

促
進
で
す
が
、
今
年
度
予

算
を
つ
け
て
い
ま
す
の
は

加
入
促
進
啓
発
用
の
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
を
し
て
、
自

治
会
や
公
共
施
設
へ
の
掲

示
、
ま
た
、
啓
発
用
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
つ
く

り
配
布
な
ど
を
考
え
て
い

ま
す
。
目
標
人
数
に
つ
き

ま
し
て
は
何
人
と
い
う
目

標
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

当
面
は
５
人
程
度
を
確
保

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 消

防
団
員
の
　

消
防
団
員
の
　
 

　
　
加
入
促
進

　
　
加
入
促
進
 

消
防
団
員
の
　
 

　
　
加
入
促
進
 

福
崎
町

福
崎
町
に
は
な
ぜ
パ
ー
ト
ナ
ー
 

シ
ッ
プ
制
度
が

制
度
が
な
い
の
か
　
　

か
　
　
 

福
崎
町
に
は
な
ぜ
パ
ー
ト
ナ
ー
 

シ
ッ
プ
制
度
が
な
い
の
か
　
　
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

大塚記美代 
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先
生
の
功
績
に
つ
き

ま
し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

部
材
を
組
合
せ
、
溶
接
し

て
造
っ
て
お
い
た
ブ
ロ
ッ

ク
を
積
み
重
ね
て
合
体
す

る
ブ
ロ
ッ
ク
建
造
法
と
い

う
溶
接
方
法
を
開
発
さ
れ

た
。
溶
接
工
法
ブ
ロ
ッ
ク

建
造
方
式
の
確
立
は
第
２

次
世
界
大
戦
後
、
日
本
が

造
船
王
国
と
呼
ば
れ
、
巨

大
タ
ン
カ
ー
時
代
を
謳
歌

す
る
技
術
的
基
礎
を
築
い

た
最
大
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
っ
た
。
タ
ン
カ
ー

の
建
造
模
型
や
ブ
ロ
ッ
ク

建
造
方
法
が
分
か
る
よ
う

な
模
型
を
製
作
し
て
、
文

化
セ
ン
タ
ー
や
エ
ル
デ
ホ

ー
ル
の
ロ
ビ
ー
な
ど
に
展

示
す
る
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
か
と
提
案
し
た
。

視
覚
に
訴
え
る
よ
う
な
展

示
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な

検
討
を
さ
れ
た
の
か
。
 

　
ス
ケ
ー
ル
モ
デ
ル
の
製

作
費
用
に
つ
い
て
は
１
０

０
分
の
１
程
度
、
約
３
ｍ

の
も
の
を
作
る
に
は
約
８

０
０
万
円
か
か
る
と
確
認

し
て
い
ま
す
。

 
 
現
在
造
船
を
さ
れ
て

い
る
大
企
業
に
造
船
の
作

業
風
景
の
写
真
や
映
像
化

に
よ
り
、
吉
識
雅
夫
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
流
す
こ
と
は

可
能
で
は
な
い
か
。
溶
接

工
法
ブ
ロ
ッ
ク
建
造
方
式

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

い
ビ
デ
オ
映
像
を
入
手
で

き
な
い
も
の
か
。
 

　
視
覚
に
訴
え
る
展
示
の

方
法
手
法
と
し
て
、
メ
ー

カ
ー
か
ら
資
料
を
い
た
だ

け
な
い
か
、
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
を
利
用
し
て
吉

識
雅
夫
先
生
の
業
績
を
写

真
や
特
別
展
の
図
録
な
ど

の
展
示
方
法
で
視
覚
に
訴

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

 
 
近
く
取
り
組
ま
れ
る

予
定
の
新
町
千
束
線
の
拡

幅
工
事
ま
で
に
工
事
車
両

の
進
入
路
と
な
る
月
見
橋

の
拡
幅
に
つ
い
て
検
討
で

き
な
い
も
の
か
。
 

　
特
に
橋
脚
に
お
い
て
は

補
強
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
河
川
占
用
許
可
基

準
の
ひ
と
つ
で
あ
る
河
川

阻
害
率
、
川
の
流
れ
を
必

要
以
上
に
阻
害
し
な
い
と

い
う
基
準
で
す
が
、
月
見

橋
は
橋
脚
数
が
６
脚
と
多

い
た
め
、
橋
脚
の
補
強
を

行
う
と
こ
の
基
準
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

理
由
か
ら
、
こ
の
月
見
橋

の
拡
幅
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
そ
の
代
替
と
し

て
都
市
計
画
道
路
の
福
崎

駅
田
原
線
の
新
橋
を
計
画

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 
 
橋
全
体
の
拡
幅
を
第

一
に
検
討
を
と
思
っ
て
い

た
が
、
不
可
能
で
あ
る
な

ら
中
間
点
付
近
に
待
避
所

を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と

は
可
能
で
は
な
い
か
。
 

　
待
避
所
に
つ
い
て
確
定

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
１
ｍ

程
度
の
張
り
出
し
で
あ
れ

ば
可
能
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。
た
だ
そ
の
際
に

も
、
当
然
退
避
で
き
る
車

の
台
数
、
こ
れ
を
何
台
に

す
る
の
か
、
ま
た
退
避
場

所
に
ス
ム
ー
ズ
に
車
を
誘

導
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
、
動
線
確
保
の
た
め

の
す
り
つ
け
区
間
が
必
要

と
な
り
、
そ
れ
を
考
慮
す

る
と
最
低
で
も
、
30
ｍ
以

上
の
拡
幅
区
間
が
必
要
と

判
断
し
て
い
ま
す
。
橋
脚

の
間
が
15
ｍ
ぐ
ら
い
で
す

の
で
、
そ
の
橋
脚
部
の
補

強
も
検
討
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

ま
し
て
も
、
県
河
川
と
の

協
議
も
必
要
と
な
る
わ
け

で
す
が
、
現
時
点
で
拡
幅
、

待
避
所
の
設
置
等
可
否
に

つ
い
て
判
断
は
で
き
か
ね

ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

そ
う
い
う
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

社
会
教
育
課
長
 

問
 

社
会
教
育
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

名誉町民吉識雅夫先生の顕彰 
について 
先生の業績を写真、図録などを映像表示装置で表示する 
方法で、視覚に訴えることができないか検討します 

月
見
橋

月
見
橋
の
　
　
　

　
　
　
 

　
　
拡
幅

　
　
拡
幅
に
つ
い
て
 

月
見
橋
の
　
　
　
 

　
　
拡
幅
に
つ
い
て
 

石 川 　治  

船の底部分のブロック

月見橋
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８
月
末
現
在
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

枚
数
、
交
付
率
、
県
下
の

中
で
は
。
 

 　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
枚
数
は
１
４
８
７

７
枚
、
交
付
率
は
79
・
36

％
で
、
県
下
で
の
交
付
率

の
順
位
は
27
位
で
す
。

 
 
全
国
で
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
別
人
の
も

の
と
ひ
も
付
け
ら
れ
た
問

題
が
多
数
発
生
し
て
い
る

が
。
 

 　
福
崎
町
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
入
カ
ミ
ス
な
ど
の
間

違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
 
マ
イ
ナ
保
険
証
の
未

取
得
者
に
発
行
す
る「
資
格

確
認
書
」
の
有
効
期
間
は
。
 

 　
資
格
確
認
書
は
５
年
の

有
効
期
間
の
中
で
各
保
険

者
が
決
め
る
た
め
、福
崎
町

の
国
保
で
は
有
効
期
間
を

１
年
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

 
 
線
状
降
水
帯
、
ゲ
リ

ラ
豪
雨
、
記
録
的
短
時
間

大
雨
情
報
な
ど
が
発
生
す

れ
ば
、
地
域
内
で
は
い
つ

浸
水
被
害
や
災
害
が
起
こ

っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
と
な
る
。
福
崎
町
の
防

災
倉
庫
の
数
と
備
蓄
品
を

問
う
。
 

 　
防
災
倉
庫
は
３
か
所
あ

り
ま
す
。
備
蓄
倉
庫
の
備

蓄
品
は
ア
ル
フ
ァ
化
米
な

ど
８
３
９
０
食
、
５
０
０

㎖
の
水
５
７
３
０
本
、
毛

布
１
３
１
０
枚
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

 
 
備
蓄
品
の
消
費
期
限

が
近
い
食
料
品
の
有
効
活

用
は
。
 

 　
賞
味
期
限
が
あ
る
食
料

品
や
水
に
つ
い
て
は
、
各

自
治
会
に
防
災
訓
練
な
ど

で
使
用
さ
れ
な
い
か
お
聞

き
し
て
、
使
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

 
 
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
ど
の
程
度
の
被
害
額

と
降
雨
量
で
災
害
適
用
と

な
る
か
。
 

 　
農
地
、
農
業
施
設
の
場

合
は
１
か
所
の
災
害
復
旧

工
事
費
が
40
万
円
以
上
で

す
。

　
公
共
、
土
木
施
設
の
場

合
は
災
害
復
旧
工
事
費
60

万
円
以
上
が
国
庫
補
助
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
適
用

雨
量
は
、
最
大
24
時
間
雨

量
80
㎜
以
上
、
時
間
雨
量

20
㎜
以
上
の
降
雨
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

空
き
家
が
増
え
て
い

る
。
空
き
家
を
利
活
用
す

る
た
め
に
、
町
で
は
ど
の

よ
う
な
支
援
の
事
業
が
あ

る
か
。
 

 　
空
き
家
再
生
等
推
進
事

業
と
空
き
家
バ
ン
ク
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５

年
中
に
空
き
家
等
の
活
用

を
目
的
と
し
た
改
修
費
用

に
併
せ
て
、
老
朽
危
険
空

き
家
の
除
却
な
ど
、
補
助

制
度
に
つ
い
て
も
制
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
　
母
子
手
帳
交
付
時
に

１
万
円
程
度
の
オ
ム
ツ
を

買
う
た
め
の
町
内
指
定
商

品
券
を
交
付
し
て
は
。
 

 　
伴
走
型
相
談
支
援
と
母

子
健
康
手
帳
交
付
時
及
び

出
産
後
に
そ
れ
ぞ
れ
５
万

円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

妊
婦
出
産
子
育
て
応
援
給

付
金
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
以
降
制
度
化
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

問
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

全国的にマイナンバーカードが別人のものと 
ひも付けされたミスが起こっているが 

福崎町では、入カミスなどの間違いはありません 

防
災
対
策
を
問
う

防
災
対
策
を
問
う
 

防
災
対
策
を
問
う
 

少
子
化
対
策
支
援

少
子
化
対
策
支
援
は
 

少
子
化
対
策
支
援
は
 

第３防災倉庫（文化センター東）
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第
６
次
総
合
計
画
立

案
に
先
立
ち
実
施
し
た
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
自
由

記
入
枠
に
回
答
さ
れ
た
七

種
の
自
然
観
光
に
関
す
る

貴
重
な
ご
意
見
の
内
８
件

程
度
を
紹
介
し
て
、
第
６

次
総
合
計
画
で
は
ど
の
よ

う
に
活
か
す
の
か
を
質
問

し
た
。
 

　
基
本
計
画
の
中
の
地
域

資
源
の
発
掘
・
活
用
と
い

う
施
策
で
、
七
種
山
や
春

日
山
に
代
表
さ
れ
る
豊
か

な
自
然
ス
ポ
ッ
ト
を
生
か

し
た
取
組
を
推
進
す
る
方

向
性
を
示
す
予
定
で
す
。

第
６
次
総
合
計
画
策
定
後

に
は
、
こ
の
施
策
の
方
向

性
に
沿
っ
て
個
々
の
事
業

を
具
体
化
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

 
 
七
種
の
町
所
有
の
原

野
の
自
然
観
光
開
発
を
視

野
に
入
れ
た
時
、
農
林
水

産
省
の
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
森
林
を
利
用
し
た

観
光
設
備
、
ア
ウ
ト
ド
ア

体
験
等
の
メ
ニ
ュ
ー
「
農

山
漁
村
発
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
対
策
事
業
」
が
あ
る

の
を
ご
存
じ
か
。
 

         　
町
有
地
に
お
い
て
農
山

漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

対
策
事
業
で
、
地
域
資
源

を
利
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど

が
あ
れ
ば
一
定
条
件
の
も

と
、
お
貸
し
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

 
 
自
主
避
難
所
と
し
て

小
人
数
の
待
機
の
場
合
、

高
岡
小
学
校
の
体
育
館
よ

り
快
適
に
過
ご
せ
る
隣
接

の
交
流
会
館
を
使
用
す
る

に
は
、
事
前
に
何
ら
か
の

ル
ー
ル
変
更
や
手
続
を
す

れ
ば
可
能
か
。
 

　
避
難
所
と
し
て
使
用
す

る
た
め
に
は
、
地
域
防
災

計
画
に
明
記
す
る
必
要
が

あ
り
、
役
場
で
対
応
は
で

き
ま
す
。

 
 
今
年
高
岡
校
区
で
計

画
し
て
い
る
避
難
所
訓
練

を
今
後
は
規
模
を
拡
大
し
、

ま
た
町
内
の
福
崎
、
田
原
、

八
千
種
校
区
へ
も
水
平
展

開
し
実
施
す
る
よ
う
予
算

の
確
保
を
願
い
た
い
が
、

い
か
が
か
。
 

　
高
岡
校
区
だ
け
で
な
く

各
校
区
へ
も
広
げ
、
参
加

者
も
増
や
し
て
訓
練
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 
 
今
年
は
誤
報
で
既
に

４
件
も
消
防
団
に
出
動
要

請
の
防
災
無
線
放
送
を
し

て
出
動
さ
せ
て
い
る
。
み

な
さ
ま
に
た
い
へ
ん
迷
惑

を
か
け
て
い
る
。
消
防
局

や
役
場
は
反
省
し
、
改
善

策
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
。
 

　
福
崎
町
で
は
、
姫
路
市

消
防
局
か
ら
通
報
が
あ
っ

た
火
災
が
誤
報
な
の
か
実

際
に
火
が
燃
え
て
い
る
の

か
と
い
う
判
断
が
で
き
ま

せ
ん
。
消
防
局
か
ら
通
報

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
放
送
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 
 
現
在
、
通
報
は
電
話

の
よ
う
だ
が
、
中
学
生
以

上
が
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い

る
時
代
な
の
で
、
通
報
者

に
画
像
や
動
画
、
位
置
情

報
な
ど
を
送
信
し
て
も
ら

い
、
最
初
に
し
っ
か
り
事

実
確
認
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
の
提
案
を
消
防
局
に
で

き
な
い
か
。
 

　
姫
路
市
消
防
局
と
話
す

機
会
が
あ
る
の
で
、
話
を

し
て
み
ま
す
。

 
 
「
火
の
用
心
」
は
文

字
だ
け
よ
り
、
水
に
関
わ

り
の
あ
る
福
崎
町
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
フ
ク
ち
ゃ
ん
、

サ
キ
ち
ゃ
ん
、
ガ
ジ
ロ
ウ

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
看
板
を
、

観
光
推
進
も
か
ね
て
作
っ

て
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
 

　
看
板
の
設
置
で
は
、
今

言
わ
れ
た
町
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
使
用
す
る
の
も
ひ

と
つ
の
案
か
と
思
い
ま
す
。

問
 

問
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

基本計画の中の地域資源の発掘・活用施策で、豊かな 
自然スポットを生かした取組として推進する予定です 

災
害
時
の
　
　
　
　
　

災
害
時
の
　
　
　
　
　
 

自
主
避
難
所
に
つ
い
て

自
主
避
難
所
に
つ
い
て
 

災
害
時
の
　
　
　
　
　
 

自
主
避
難
所
に
つ
い
て
 

防
災
無
線
で

防
災
無
線
で
の
　
　
　
　
 

誤
報
防
止

誤
報
防
止
に
つ
い
て
 

防
災
無
線
で
の
　
　
 

誤
報
防
止
に
つ
い
て
 

火
の
用
心
の
　

火
の
用
心
の
　  

看
板
に
つ
い
て

看
板
に
つ
い
て 

火
の
用
心
の
　  

看
板
に
つ
い
て 

　 高 平 記 

福崎町の第６次総合計画で七種の 
自然観光開発に取組むべきでは 

、
 

荒れて原野化したもったいない七種エリア
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令
和
３
年
５
月
、
環

境
省
と
文
科
省
は
連
名
で

学
校
に
お
け
る
熱
中
症
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
手
引

を
発
表
す
る
と
と
も
に「
暑

さ
指
数
」
が
、実
質
的
に
暑

さ
の
物
差
し
と
し
て
い
る
。
 

　
学
校
保
健
安
全
法
の
定

め
に
よ
り
、
熱
中
症
対
策

を
含
め
た
危
機
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
教
職
員
へ
の
周
知

と
訓
練
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
が
、
福
崎
町
内
の

小
中
学
校
に
お
け
る
実
施

状
況
は
ど
う
か
。
 

 　
町
内
の
い
ず
れ
の
学
校

で
も
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
心
肺
蘇
生
法
、
救
急

車
の
要
請
手
続
な
ど
、
毎

年
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
熱
中
症
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
な
ど
を
作
成
し
、

そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と

に
職
員
会
議
な
ど
で
対
応

方
法
や
暑
さ
指
数
の
計
測

な
ど
教
職
員
間
で
共
通
理

解
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 
 
文
部
科
学
省
の
初
等

中
等
教
育
局
長
通
知
で
短

時
間
で
暑
さ
指
数
を
測
定

で
き
る
暑
さ
指
数
計
は
保

健
室
に
備
え
る
べ
き
備
品

と
さ
れ
た
。
福
崎
町
内
の

小
中
学
校
に
は
、
暑
さ
指

数
計
が
配
備
さ
れ
て
い
る

か
。
 

 　
町
内
の
い
ず
れ
の
学
校

で
も
屋
内
用
、
運
動
場
用

な
ど
１
個
か
ら
２
個
を
配

備
し
て
い
ま
す
。

 
　
暑
さ
指
数
に
つ
い
て

暑
さ
指
数
の
数
値
の
幅
ご

と
に
熱
中
症
予
防
指
針
が

示
さ
れ
て
い
る
。
指
針
が

示
す
対
応
方
法
と
授
業
、

学
校
行
事
等
の
教
育
現
場

に
お
け
る
学
校
保
健
安
全

の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
実

務
上
の
対
応
は
合
致
し
て

い
る
か
。
 

 　
運
動
会
、
体
育
大
会
の

前
に
町
の
校
長
会
で
再
度

確
認
し
ま
し
た
。
学
校
で

は
活
動
前
に
暑
さ
指
数
を

計
測
し
、
暑
さ
指
数
が
33

以
上
で
運
動
禁
止
、
31
以

上
で
屋
外
で
の
運
動
禁
止
、

28
か
ら
31
は
休
憩
、
水
分

補
給
し
な
が
ら
注
意
し
て

運
動
を
実
施
す
る
な
ど
の

運
動
制
限
を
行
っ
て
お
り
、

実
務
上
の
対
応
は
熱
中
症

予
防
指
針
と
合
致
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
暑
さ
指
数
に
か

か
わ
ら
ず
15
分
ご
と
に
休

憩
を
と
る
な
ど
学
年
に
応

じ
た
対
応
や
運
動
の
強
度
、

個
人
の
体
調
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
の
言
動
、
行
動
を

観
察
し
て
、
違
和
感
が
見

ら
れ
る
場
合
は
直
ち
に
身

体
へ
の
負
荷
軽
減
休
憩
を

と
る
な
ど
の
対
策
も
講
じ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
学
年
通
信
、
保

健
だ
よ
り
な
ど
を
通
じ
、

十
分
な
量
の
お
茶
、
ス
ポ

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
持
参
を

伝
え
、
小
ま
め
に
水
分
補

給
が
で
き
る
よ
う
ご
家
庭

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

 
 
暑
さ
指
数
の
値
が
３

３
以
上
と
予
測
さ
れ
た
場

合
に
環
境
省
が
発
令
す
る

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
に

つ
い
て
、
学
校
に
お
け
る

発
令
情
報
の
共
有
と
組
織

と
し
て
の
対
処
の
仕
組
み

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
 

 　
学
校
で
は
、
当
日
朝
の

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
等

を
ニ
ュ
ー
ス
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
確
認
し
、
朝
の

職
員
会
議
で
の
周
知
や
、

職
員
室
前
の
予
定
表
に
掲

示
す
る
ほ
か
、
校
内
放
送

で
全
校
に
周
知
す
る
な
ど

の
対
策
も
と
っ
て
い
ま
す
。

問
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

三 輪 一 朝 

熱中症予防指針が示す対応方法と、 
教育現場の実務上の対応は合致しているか 

熱中症予防指針と合致しています 

、
 

暑さ指数 
　人体からの放熱に影響する湿度に７
割の比重を持たせた指数で、湿度の他、
気温、風、日射熱を合わせたもの。
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がんばっていきたい 

 
 
ふ
る
さ
と
納
税
の
県

下
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
加
西

市
で
あ
る
。
２
０
２
３
年

の
総
務
省
で
発
表
さ
れ
た

兵
庫
県
ふ
る
さ
と
納
税
ラ

ン
キ
ン
グ
１
位
は
加
西
市

で
６３
億
６
１
０
０
万
円
、

２
位
が
神
戸
市
で
３０
億
８

０
０
０
万
円
、
３
位
が
淡

路
市
で
２５
億
７
０
０
０
万

円
で
、
最
下
位
は
播
磨
町

で
１
６
１
万
円
。
 

　
我
が
福
崎
町
は
後
ろ
か

ら
か
ら
４
番
目
、
３８
位
で

あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
の

仕
組
み
が
１０
月
か
ら
厳
し

く
な
る
が
ど
う
か
。
 

　
返
礼
品
の
調
達
に
か
か

る
費
用
３
割
以
内
、
そ
れ

を
含
め
て
送
料
、
広
告
費

用
、
決
済
費
用
、
人
件
費

を
含
む
全
て
の
事
務
経
費

を
総
額
の
５
割
以
下
に
抑

え
る
こ
と
。
ま
た
返
礼
品

本
体
で
す
が
、
区
域
内
に

お
い
て
製
造
、
加
工
、
そ

の
他
の
工
程
の
う
ち
主
要

な
部
分
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
相
応
の
付
加
価
値

が
生
じ
る
。
半
分
以
上
を

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
内
で

製
造
に
関
わ
っ
て
く
る
と

い
う
よ
う
な
ル
ー
ル
が
厳

し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

 
 
兵
庫
県
の
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
ラ
ン
キ
ン
グ

で
加
西
市
は
ベ
ス
ト
テ
ン

の
中
に
４
つ
入
っ
て
お
り
、

市
川
町
は
２０
位
に
卵
が
入

っ
て
い
る
。
福
崎
町
は
２

０
０
位
に
も
入
っ
て
い
な

い
。
福
崎
町
の
返
礼
品
は

注
文
す
る
と
一
挙
に
送
ら

れ
て
く
る
が
市
川
町
の
卵

は
毎
月
送
ら
れ
て
く
る
。

よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

加
西
市
は
６０
何
億
と
い
う

と
う
ら
や
ま
し
い
と
思
う

か
も
し
れ
な
い
が
、
加
西

市
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
導

入
す
る
ま
で
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

て
い
る
し
研
究
も
さ
れ
て

い
る
。
 

　
福
崎
町
が
返
礼
品
を
 

「
売
っ
て
あ
げ
て
い
る
」

の
で
は
な
く
「
売
ら
せ
て

頂
い
て
い
る
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

　
学
校
給
食
費
無
償
化
を

段
階
的
に
と
言
わ
れ
た
が
、

４
月
以
降
も
財
源
が
あ
れ

ば
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
１

億
円
あ
れ
ば
子
ど
も
た
ち

の
給
食
費
を
無
償
化
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
 

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
今
６

０
０
０
万
円
で
止
ま
っ
て

い
ま
す
。
小
さ
な
目
標
と

し
て
、
１
億
を
３
億
か
４

億
ぐ
ら
い
に
と
い
う
思
い

は
持
っ
て
い
ま
す
。
日
々

地
域
振
興
課
と
も
い
ろ
い

ろ
話
合
い
は
し
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
今
考
え
て

い
る
中
で
は
商
品
が
見
つ

か
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。

 
 
今
ま
で
認
定
新
規
就

農
者
に
な
ら
れ
た
方
は
何

人
お
ら
れ
て
、
反
対
に
事

業
を
断
念
さ
れ
た
方
は
ど

の
ぐ
ら
い
お
ら
れ
る
か
。
 

　
今
ま
で
５
名
取
得
し
て

い
ま
す
。
事
業
を
開
始
さ

れ
た
当
初
か
ら
事
業
規
模

を
拡
大
さ
れ
て
い
る
方
は

５
名
の
う
ち
３
名
で
、
残

り
の
２
名
は
親
元
就
農
に

よ
り
事
業
を
継
承
す
る
形

で
令
和
４
年
度
に
１
人
、

令
和
５
年
度
に
１
人
認
定

新
規
就
農
者
と
な
ら
れ
ま

し
た
が
、
継
承
さ
れ
た
ば

か
り
で
す
の
で
、現
時
点

で
は
評
価
で
き
な
い
状
況

で
す
。

 
 
認
定
新
規
就
農
者
へ

の
補
助
金
額
は
１
５
０
万

円
か
。
 

　
当
初
は
１
５
０
万
円
を

５
年
間
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
昨
年
度
制
度
が
変

わ
り
１
５
０
万
円
を
３
年

間
と
い
う
制
度
に
な
っ
て

い
ま
す
。

 
 
若
手
就
農
家
を
目
指

す
人
た
ち
に
研
修
会
を
1

年
に
1
回
ぐ
ら
い
開
く
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
 

　
昨
年
度
植
岡
議
員
の
提

案
で
新
規
就
農
さ
れ
て
い

る
方
、
ま
た
専
業
農
家
、

兼
業
農
家
及
び
農
業
に
関

心
の
あ
る
方
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
姫
路
農
林
、
ま

た
普
及
セ
ン
タ
ー
の
方
に

も
来
て
い
た
だ
き
、
研
修

及
び
意
見
交
換
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方

か
ら
就
農
に
あ
た
っ
て
の

現
状
や
苦
労
さ
れ
て
い
る

点
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
個
々
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
状
況
が
多
種
多
様

で
情
報
交
換
と
し
て
は
よ

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

課
と
し
ま
し
て
は
、
就
農

者
一
人
一
人
に
即
し
た
情

報
提
供
や
支
援
内
容
を
お

伝
え
し
た
ほ
う
が
有
意
義

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
 

問
 

地
域
振
興
課
長
 

町
長
 

問
 

問
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

農
林
振
興
課
長
 

城 谷 英 之 

ふるさと納税を強化しないのか 

若
手
就
農
家
に
つ
い
て

若
手
就
農
家
に
つ
い
て
 

若
手
就
農
家
に
つ
い
て
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「
福
崎
に
家
を
建
て

る
の
で
は
な
か
っ
た
」
若

い
世
帯
か
ら
衝
撃
的
な
声

を
聞
い
た
。
幼
児
園
の
入

所
条
件
が
厳
し
い
、
保
育

料
が
高
く
、
２
人
に
な
る

と
や
れ
な
い
等
の
深
刻
な

声
で
あ
る
。
入
所
率
は
ど

う
か
？
 

 　
０
歳
児
が
９
・
５
％
、

1
歳
児
が
46
・
５
％
、
２

歳
児
が
46
・
９
％
で
す
。

 
 
保
育
料
が
高
い
階
層

に
人
数
が
集
中
し
て
い
る
。

近
隣
で
は
無
料
に
し
た
と

の
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
福
崎

町
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
。
 

 　
平
成
27
年
度
以
降
は
値

上
げ
せ
ず
、
令
和
元
年
度

か
ら
住
民
税
非
課
税
世
帯

は
無
料
と
し
ま
し
た
。

 
 
入
所
条
件
の
緩
和
も

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。
 

 

　
国
の
動
向
を
見
つ
つ
考

え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
 
学
校
給
食
は
教
育
の

一
環
、
食
育
基
本
法
制
定

以
来
確
定
し
て
い
る
。
義

務
教
育
は
無
償
の
憲
法
に

沿
い
実
行
す
る
段
階
と
考

え
る
。
 

 　
つ
よ
い
関
心
を
持
っ
て

い
ま
す
。
持
続
可
能
な
財

政
運
営
の
判
断
で
考
え
ま

す
。

 
 
誰
も
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
町
へ
、
福
崎
町
の

公
共
施
設
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
等
の
設
置
計
画
（
年
次

を
含
む
）
は
ど
う
か
。
 

 　
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
見
直
し
中
で
、
施

設
ご
と
に
個
別
計
画
を
立

て
ま
す
。
平
成
29
年
度
か

ら
令
和
28
年
度
ま
で
の
30

年
計
画
で
年
次
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
し
っ
か
り
受
け
止
め
い

ろ
ん
な
検
討
を
加
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
道
路

整
備
で
も
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

 
 
障
が
い
者
雇
用
の
実

施
状
況
の
把
握
は
ど
う
か
。
 

 　
役
場
は
２
・
６
％
で
法

定
数
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

　
法
定
雇
用
率
達
成
の
割

合
は
、
兵
庫
労
働
局
公
表

の
資
料
に
よ
る
と
県
内
の

企
業
は
50
・
5
％
で
す
。

町
内
の
該
当
企
業
で
は
58

％
で
す
。

 
 
河
川
の
浚
渫
要
望
が

高
い
。
現
状
把
握
と
計
画

は
。
予
算
化
の
部
分
は
早

期
実
施
を
求
め
る
。
市
川

本
流
の
流
水
・
遊
水
機
能

が
損
な
わ
れ
て
い
る
問
題

へ
の
対
応
は
。
 

 　
現
況
把
握
し
緊
急
性
か

ら
計
画
し
て
い
ま
す
。
出

水
期
後
施
工
で
す
。

 
 
凍
結
防
止
ミ
ラ
ー
の

一
層
の
推
進
と
民
間
の
宅

地
分
譲
開
発
時
に
も
要
請

し
て
ほ
し
い
。
 

 　
凍
結
防
止
ミ
ラ
ー
は
随

時
整
備
し
ま
す
。
民
間
開

発
業
者
に
は
要
望
し
ま
す
。

 
 
経
営
戦
略
で
は
令
和

１２
年
度
に
一
般
会
計
か
ら

の
基
準
外
補
助
を
ゼ
ロ
と

し
て
い
る
。
（
料
金
値
上

げ
が
前
提
）
出
し
て
な
い

自
治
体
数
は
。
 

 　
県
下
は
４
・
９
％
、
全

国
は
７
・
２
％
で
す
。

 
 
経
営
戦
略
の
目
的
は

料
金
値
上
げ
と
農
集
排
の

統
合
か
。
 

 　
基
準
外
繰
入
削
減
が
目

的
で
恣
意
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

  
 
高
橋
の
不
法
投
棄
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。
 

 　
県
か
ら
発
生
原
因
者
に

対
し
根
気
強
く
催
促
し
て

い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

上
下
水
道
課
長
 

公
営
企
業
管
理
者
 

住
民
生
活
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

小 林 　博  

福
祉
対
策
に
つ
い
て

福
祉
対
策
に
つ
い
て
 

福
祉
対
策
に
つ
い
て
 

町
長
 

安
全
安
全
な
町
な
町
づ
く
り
く
り
 

安
全
な
町
づ
く
り
 

下
水
道

下
水
道
に
つ
い
て
 

下
水
道
に
つ
い
て
 

信
頼
と

信
頼
と
住
民
参
加

住
民
参
加
 

信
頼
と
住
民
参
加
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

保育条件、給食など子育て支援の 
充実を 

国や財政運営を参考に取り組みます 

総
務
課
長
 

福
祉
課
長
 

し
ゅ
ん
せ
つ
 



物価高騰に伴う学校給食費等無償化事業 

8月臨時会 

その他 

　既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ50万円を追加するものですが、財源更正を含
め実質5920万円の補正予算です。

　決算審査特別委員会において委員から町長、副町長へ要望のあった給食試食会が10月10日に実
施されました。議員も参加しました。
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第510回臨時会 

令和5年度 一般会計補正予算（第3号）を可決 令和5年度 一般会計補正予算（第3号）を可決 令和5年度 一般会計補正予算（第3号）を可決 令和5年度 一般会計補正予算（第3号）を可決 

施策の目的：エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた町内の認定こども園、小・中学
　　　　　　　校の保護者等を支援するため、学校給食費等の無償化を実施する。

無償化の対象：町内公立・私立認定こども園の給食費・牛乳代
　　　　　　　町内小・中学校の給食費　※町外から通園・通学している者を除く。

対 象 者 数：1,973人（令和５年７月現在：公立・私立認定こども園432人、小・中学校1,541人）

無償化の期間：令和５年９月から令和６年３月まで

事業費財源：新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（推奨事業分）5640万９千円
　　　　　　　一般財源 279万円

問
 

問
 

問
 

栄
養
教
諭 

栄
養
教
諭 

所
長 

　
　
ご
は
ん
は
週
に
何

回
か
。

　
４
回
で
す
。
パ
ン
は

木
曜
日
の
み
で
す
。

　
　
米
の
品
種
は
。

　
福
崎
町
産
キ
ヌ
ヒ
カ

リ
を
１
０
０
％
使
っ
て

い
ま
す
。

　
　
も
ち
む
ぎ
ご
は
ん

の
回
数
は
。

　
月
１
回
は
も
ち
む
ぎ

ご
は
ん
を
提
供
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
毎

月
19
日
前
後
に
も
ち
む

ぎ
ご
は
ん
と
地
産
の
野

菜
な
ど
を
使
っ
た
食
育

の
日
献
立
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
　
営
農
組
合
な
ど
か

ら
地
産
地
消
で
野
菜
が

入
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

保
管
は
ど
う
さ
れ
て
い

る
か
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
日
々

使
う
食
材
の
納
品
に
な

る
の
で
、
保
管
は
各
営

農
で
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
６
月
〜
９
月
の
給

食
で
使
う
玉
ね
ぎ
は
ほ

ぼ
地
元
産
に
な
り
ま
す
。

な
る
べ
く
給
食
で
た
く

さ
ん
使
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

と
し
て
、
別
食
は
。

　
給
食
の
献
立
表
及
び

成
分
表
の
情
報
提
供
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

問
 

問
 

栄
養
教
諭 

栄
養
教
諭 

10月10日㈫の献立（ごはん・牛乳・すまし汁・玉ねぎと豚肉の甘辛炒め・三色和え）

試
食
会
で
の
質
疑
 

豆 知 識 

給
食
1
食
あ
た
り
の
食
材
費
 

　
食
材
費
と
保
護
者
負
担
の
差
額
は
物

価
高
騰
分
（
6
％
）
と
し
て
町
が
負
担

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
5
年
9
月

分
か
ら
令
和
6
年
3
月
分
の
保
護
者
負

担
分
の
給
食
費
を
無
償
化
し
て
い
ま
す
。

食材費 保護者負担

中学生 316円 298円

小学生 271円 256円

こども園 164円 155円
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編  集／議会広報常任委員会 

編
集
後
記
 

委 員 長　植 岡 茂 和  

副委員長　大 塚 記美代 

委　　員　石 川 　 治  

委　　員　牛 尾 雅 一  

委　　員　河 嶋 重一郎 

委　　員　松 岡 秀 人  

議会広報常任委員会 

次の定例会は 12月1日 開会予定 

ふくさき議会だより第１６８号 
令和５年１１月２日　発行 

　
コ
ロ
ナ
も
５
類
と
な
り
、
マ
ス

ク
姿
も
減
る
中
、
乗
り
子
の
太
鼓

練
習
で
感
染
の
声
が
聞
か
れ
、
一

時
は
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
と

か
無
事
に
盛
大
な
祭
り
が
復
活
し

て
一
安
心
で
し
た
。
キ
ン
モ
ク
セ

イ
の
香
り
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
次

か
ら
次
へ
と
秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
追

わ
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
８
月
の
決
算
審
査
、
９
月
議
会

の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
経
て

令
和
４
年
度
決
算
も
全
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
議
会
広
報
常
任
委
員
と

し
て
議
会
広
報
研
究
会
に
参
加
し
、

手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る

広
報
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
道
す
が
ら

　
　
何
処
ぞ
ほ
ん
の
り

　
　
　
　
キ
ン
モ
ク
セ
イ

（
石
川
治
）

コスモス（撮影：高原寿子氏） 太鼓橋修繕（七種山） 

10月14日　播州秋祭り体験事業 飛来したコウノトリ（亀坪地区） 

い
ず
く
 


